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(57)【要約】
【課題】　設置面に特別な工事をする必要がなく、簡単
な構造で組み立て工程数を減らすことができる部材を用
いて太陽光パネルを所定の傾斜角で支持することができ
る太陽光パネルの支持構造体を提供することを目的とす
る。
【解決手段】　太陽光パネルを所定の傾斜角で支持する
太陽光パネルの支持構造体であって、第１の太陽光パネ
ルの前端を支持する第１の支持部材と、前記第１の太陽
光パネルの後端と、前記第１の太陽光パネルの後方に位
置する第２の太陽光パネルの前端とを支持する第２の支
持部材と、前記第２の太陽光パネルの後端を支持する第
３の支持部材と、それぞれの支持部材に締結固定される
固定部材とによって構成されることを特徴とする。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽光パネルを所定の傾斜角で支持する太陽光パネルの支持構造体であって、
　第１の太陽光パネルの前端を支持する第１の支持部材と、
　前記第１の太陽光パネルの後端と、前記第１の太陽光パネルの後方に位置する第２の太
陽光パネルの前端とを支持する第２の支持部材と、
　前記第２の太陽光パネルの後端を支持する第３の支持部材と、
　前記第１～第３の支持部材に締結固定され前記第１及び第２の太陽光パネルの前端及び
/又は後端を固定する固定部材とによって構成されることを特徴とする太陽光パネルの支
持構造体。
【請求項２】
　前記第１の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光
パネルの前端を支持する第１の前端支持部とから構成され、
　前記第１の前端支持部には、前記第１の太陽光パネルの前端の設置位置を決めるための
第１の位置決め部が立設されていることを特徴とする請求項１に記載の太陽光パネルの支
持構造体。
【請求項３】
　前記第２の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光
パネルの後端を支持する第１の後端支持部と、前記第２の太陽光パネルの前端を支持する
第２の前端支持部とから構成され、
　前記第２の前端支持部には、前記第２の太陽光パネルの前端の設置位置を決めるための
第２の位置決め部が立設されていることを特徴とする請求項１または２記載の太陽光パネ
ルの支持構造体。
【請求項４】
　前記第３の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第２の太陽光
パネルの後端を支持する第２の後端支持部とから構成されていることを特徴とする請求項
１～３のいずれかに記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項５】
　前記第１の前端支持部及び前記第１の後端支持部の設置面の裏面側及び／又は前記第２
の前端支持部及び前記第２の後端支持部の設置面の裏面側には、リブが形成されているこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項６】
　前記第１～第３の支持部材の前記嵌合部は貫通孔を有し、該貫通孔に挿通される締結部
材によって地面に設置されたコンクリートブロックと前記第１～第３の支持部材の前記嵌
合部が固定されることを特徴とする請求項１記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項７】
　前記コンクリートブロックは、上面に前記締結部材を挿通するレール溝を有することを
特徴とする請求項６に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項８】
　前記固定部材は、底辺部と、直立部と、パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成で
あって、前記太陽光パネルの前端及び後端を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項９】
　前記固定部材は、前記第１～第３の支持部材に設置する太陽光パネルの前端の構造に対
応した前記底辺部の長さを有することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の
太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１０】
　前記固定部材は、底辺部と、傾斜部と、パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成で
あって、前記太陽光パネルの前端及び後端を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
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【請求項１１】
　前記固定部材は、前記底辺部に前記各支持部と固定するための締結部材を挿通させるた
めの貫通孔を有することを特徴とする請求項８～１０のいずれか１項に記載の太陽光パネ
ルの支持構造体。
【請求項１２】
　前記固定部材は、前記傾斜部に前記各位置決め部に嵌合する孔を有することを特徴とす
る請求項１０に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１３】
　前記太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材で前記太陽光パネルの前端及び後端を
固定する際に、前記各支持部と前記固定部材との間に設置する前記太陽光パネルの厚さに
対応する長さを有する第１のスペーサを設置することを特徴とする請求項１～１２のいず
れか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１４】
　前記第１のスペーサは中空状の円筒形状であって、前記太陽光パネルの厚さに対応する
長さを有することを特徴とする請求項１３記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１５】
　前記太陽光パネルの支持構造体は、更に、並列配置された複数の太陽光パネルの間に嵌
め込まれる板状の第２のスペーサを有し、前記第２のスペーサは略中央に隣り合う前記太
陽光パネル同士の隙間に嵌め込まれる凸部と、一辺から直角に屈曲し隣り合う前記太陽光
パネルの下面に当接させるフランジとから構成されていることを特徴とする請求項１～１
４のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１６】
　前記第２の太陽光パネルは、直列に複数配置され、該直列に配置された複数の第２の太
陽光パネルは、前記第２の支持部材によって前端および後端を支持されていることを特徴
とする請求項１～１５のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光パネルを支持する支持構造体に関し、特に、簡易な構成で、かつ強固
に設置面に対して太陽光パネルを支持することが可能な太陽光パネルの支持構造体に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、クリーンエネルギーといわれる太陽光パネルによる発電が注目され、特に一般住
宅への普及も進んでいるほか、工場の屋根やビルの屋上、農地にも設置するといった今ま
で利用されることがなかった場所にも太陽光パネルの設置が進められている。例えば、住
宅の屋根に設置する場合には、屋根部材と一体的に製造された屋根一体型の太陽光パネル
や、屋根上の瓦の上に縦桟や横桟を用いて架台を組み、そこに太陽光パネルを設置する屋
根置き型と呼ばれる設置方法などがある。
【０００３】
　このような設置方法は、主に傾斜した屋根上に設置することが前提となっており、ビル
の屋上のように屋根上がほぼ平坦な状態の屋根に太陽光パネルをそのまま水平設置すると
、太陽光の入射角度が浅くなり、発電量の低下が生じるといった問題があった。
　そこで、太陽光パネルを傾斜設置させるための架台を用いて、太陽光パネルの受光面を
所定の角度となるように傾斜支持させていた。
【０００４】
　例えば、特許文献１に記載の太陽光発電装置では、コンクリートにアンカーボルト等で
固定される固定用金具によって所定の傾斜角で太陽電池モジュールを支持するようにした
ものである。この太陽光発電装置によれば、設置面に対して所定の角度で強固に太陽電池
モジュールを固定することができる、としている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２１０６１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明によれば、以下のような問題があった。
（１）設置面であるコンクリートにアンカーボルトの埋設工事などの基礎工事を行う必要
があり工事期間が長くなってしまうという問題がある。
（２）また、設置面に形成した穴から雨水が侵入して設置面を痛め、また穴を形成するこ
とからコンクリート面の損傷が生じて、その結果、設置面の寿命が短くなるという問題も
あった。
【０００７】
　本発明はかかる問題に鑑みてなされたものであって、設置面に特別な工事をする必要が
なく、簡単な構造で組み立て工程数を減らすことができる太陽光パネルの支持構造体を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、太陽光パネルを所
定の傾斜角で支持する太陽光パネルの支持構造体であって、第１の太陽光パネルの前端を
支持する第１の支持部材と、前記第１の太陽光パネルの後端と、前記第１の太陽光パネル
の後方に位置する第２の太陽光パネルの前端とを支持する第２の支持部材と、前記第２の
太陽光パネルの後端を支持する第３の支持部材と、前記第１～第３の支持部材に締結固定
され前記第１及び第２の太陽光パネルの前端及び/又は後端を固定する固定部材とによっ
て構成されることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第１の支持部材は、コンクリートブ
ロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光パネルの前端を支持する第１の前端支持部
とから構成され、前記第１の前端支持部には、前記第１の太陽光パネルの前端の設置位置
を決めるための第１の位置決め部が立設されていることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第２の支持部材は、コンクリートブ
ロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光パネルの後端を支持する第１の後端支持部
と、前記第２の太陽光パネルの前端を支持する第２の前端支持部とから構成され、
　前記第２の前端支持部には、前記第２の太陽光パネルの前端の設置位置を決めるための
第２の位置決め部が立設されていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第３の支持部材は、コンクリートブ
ロックが嵌合する嵌合部と、前記第２の太陽光パネルの後端を支持する第２の後端支持部
とから構成されていることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第１の前端支持部及び前記第１の後
端支持部の設置面の裏面側及び／又は前記第２の前端支持部及び前記第２の後端支持部の
設置面の裏面側には、リブが形成されていることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第１～第３の支持部材の前記嵌合部
は貫通孔を有し、該貫通孔に挿通される締結部材によって地面に設置されたコンクリート
ブロックと前記第１～第３の支持部材の前記嵌合部が固定されることを特徴とする。
【００１４】
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　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記コンクリートブロックは、上面に前
記締結部材を挿通するレール溝を有することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材は、底辺部と、直立部と、
パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成であって、前記太陽光パネルの前端及び後端
を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材は、前記第１～第３の支持
部材に設置する太陽光パネルの前端の構造に対応した前記底辺部の長さを有することを特
徴とする。
【００１７】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材は、底辺部と、傾斜部と、
パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成であって、前記太陽光パネルの前端及び後端
を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材は、前記底辺部に前記各支
持部と固定するための締結部材を挿通させるための貫通孔を有することを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材は、前記傾斜部に前記各位
置決め部に嵌合する孔を有することを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記太陽光パネルの支持構造体は、前記
固定部材で前記太陽光パネルの前端及び後端を固定する際に、前記各支持部と前記固定部
材との間に設置する前記太陽光パネルの厚さに対応する長さを有する第１のスペーサを設
置することを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第１のスペーサは中空状の円筒形状
であって、前記太陽光パネルの厚さに対応する長さを有することを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記太陽光パネルの支持構造体は、更に
、並列配置された複数の太陽光パネルの間に嵌め込まれる板状の第２のスペーサを有し、
前記第２のスペーサは略中央に隣り合う前記太陽光パネル同士の隙間に嵌め込まれる凸部
と、一辺から直角に屈曲し隣り合う前記太陽光パネルの下面に当接させるフランジとから
構成されていることを特徴とする。
【００２３】
　さらに、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第２の太陽光パネルは、直列に複
数配置され、該直列に配置された複数の第２の太陽光パネルは、前記第２の支持部材によ
って前端および後端を支持されていることを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項に
記載の太陽光パネルの支持構造体。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、コンクリートブロックと簡単な構造体によって強固に設置面に太陽光
パネルを設置することができる。
　また、設置面に穴を空けたりすることなく設置することができるため、設置面の損傷に
よる水漏れなどを防止することができる。
　また、設置だけでなく撤去することも容易であり現状復帰にも時間をかけることなく行
うことができるため、設置及び撤去の両方にコストをかけなくて済むことができる。
　また、設置する太陽光パネルの構造に対応する形状を有する固定部材によって太陽光パ
ネルを確実に第１～第３の支持部材に固定することができる。
　さらに、簡単な構造の部材によって並列配置された隣り合う太陽光パネルの隙間を一定
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の間隔にすることができ、容易に垂直方向のずれを調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明に係る支持構造体で支持された太陽光パネルを模式的に示した斜視図であ
る。
【図２】本発明に係る支持構造体で支持された太陽光パネルを模式的に示した側面図であ
る。
【図３】（ａ）は、第１の支持部材の構成を示した側面図であり、（ｂ）は、その上面図
である。
【図４】（ａ）は、第２の支持部材の構成を示した側面図であり、（ｂ）は、その上面図
である。
【図５】（ａ）は、第３の支持部材の構成を示した側面図であり、（ｂ）は、その上面図
である。
【図６】（ａ）は、固定部材の構成を示した側面図であり、（ｂ）は、その上面図である
。
【図７】図７（ａ）は、第１～第３の支持部材に固定部材を締結固定する際に用いるスペ
ーサの構成を示した図であり、図７（ｂ）～（ｃ）は、第１のスペーサを第１～第３の支
持部材に取り付けた状態を示した図である。
【図８】（ａ）及び（ｂ）は、第１の太陽光パネルを支持構造体に設置する例を示した図
である。
【図９】第２の太陽光パネルの前端部分を第２の支持部材に設置する例を示した図である
。
【図１０】第２の太陽光パネルの後端部分を第３の支持部材に設置する例を示した図であ
る。
【図１１】図１１（ａ）は、第２のスペーサの構成を示した正面図であり、図１１（ｂ）
は、第２のスペーサの構成を示した下面図である。
【図１２】並列配置された太陽光パネルにスペーサが設置された状態を示した図である。
【図１３】スペーサを太陽光パネル間に取り付ける状態を示した図である。
【図１４】第２の実施形態に係る支持構造体で支持された太陽光パネルを模式的に示した
側面図である。
【図１５】図１５（ａ）～（ｃ）は、コンクリートブロックに対して各支持部材を固定す
る方法を示した図である。
【図１６】第３の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体によって支持された太陽光パ
ネルを模式的に示した側面図である。
【図１７】図１７は、第４の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体を示した図である
。
【図１８】図１８（ａ）は、固定部材の構成を示した側面図であり、図１８（ｂ）は、固
定部材の構成を示した上面図である。
【図１９】図１９は、第５の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体を示した図である
。
【図２０】図２０（ａ）は、固定部材の構成を示した側面図であり、図２０（ｂ）は、固
定部材の構成を示した上面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
＜第１の実施形態＞
　次に、図面を参照して第１の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体について説明す
る。
　図１は、本発明に係る支持構造体で支持された太陽光パネルを模式的に示した斜視図で
あり、図２は、本発明に係る支持構造体で支持された太陽光パネルを模式的に示した側面
図である。
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【００２７】
　図示するように本発明の支持構造体１００は、設置する地面に対して２枚の太陽光パネ
ル１を所定の傾斜角で支持するものであり、これを１ユニットとして、例えば、工場の屋
根やビルの屋上の陸屋根に複数設置する。
【００２８】
　この支持構造体１００は、１枚目（図中の左側の太陽光パネルを指す）太陽光パネル１
の前端を支持する第１の支持部材１０と、１枚目の太陽光パネル１の後端及び２枚目の太
陽光パネル１（図中の右側の太陽光パネルを指す）の前端を支持する第２の支持部材２０
と、２枚目の太陽光パネル１の後端を支持する第３の支持部材３０とから構成されている
。
【００２９】
　太陽光パネル１の外枠部分は、第１～第３の支持部材１０，２０，３０の各支持部（後
述する）に載置され、固定部材４０で上方から押圧されるようにして挟持固定される。
【００３０】
　また、第１～第３の支持部材１０，２０，３０の各凹部（後述する）にはコンクリート
ブロック３が嵌合される。このことにより支持構造体１００自体が荷重を得ることができ
、その加重で地面に対して強固に設置することができる。
【００３１】
　次に、図３～５を参照して、それぞれの支持部材の構成について説明する。
　図３（ａ）は、第１の支持部材１０の構成を示した側面図であり、図３（ｂ）は、第１
の支持部材１０の構成を示した上面図である。
　第１の支持部材１０は、１枚目の太陽光パネル１をその前端において支持するものであ
り、前面直立部１１と、底面部１２と、背面直立部１３と、１枚目の太陽光パネル１の前
端部分を支持する前端支持部１４とから構成されている。
【００３２】
　前面直立部１１及び背面直立部１３は、底面部１２の両端から略直角に立ち上がるよう
にして延設され、これらの各部は側面視で凹部を形成する。また、前端支持部１４は、背
面直立部１３の端部から所定の傾斜角で上方に上がるようにして延設されている。
【００３３】
　前面直立部１１と底面部１２と背面直立部１３とで形成される凹部空間には上記したコ
ンクリートブロック３を嵌合させる。前端支持部１４には、第１の太陽光パネル１の前端
部分を当接させて設置した際にその設置位置を決めるための位置決め部１５と、後述する
締結部材を挿通させる貫通孔１６が設けられている。なお、位置決め部１５は、前端支持
部１４から起き上がるように立設形成されている。
【００３４】
　また、前端支持部１４から背面直立部１３の地面側（裏面側）には、前端支持部１４の
強度を向上させるためのリブ１７が形成されている。
【００３５】
　なお、第１の支持部材の背面直立部１３の高さ及び前端支持部１４の傾斜角度は、設置
状況や設置する太陽光パネル１の枚数によって変更することが可能である。
【００３６】
　図４（ａ）は、第２の支持部材２０の構成を示した側面図であり、図４（ｂ）は、第２
の支持部材２０の構成を示した上面図である。
　第２の支持部材２０は、１枚目の太陽光パネル１の後端と２枚目の太陽光パネル１の前
端を支持するものである。
【００３７】
　図４（ａ）に示すように、第２の支持部材２０は、１枚目の太陽光パネル１をその後端
において支持するとともに、２枚目の太陽光パネル１をその前端においてを支持するもの
であり、１枚目の太陽光パネル１の後端を支持する後端支持部２１と、前面直立部２２と
、底面部２３と、背面直立部２４と、２枚目の太陽光パネル１の前端を支持する前端支持
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部２５とから構成されている。
【００３８】
　前面直立部２２及び背面直立部２４は、底面部２３の両端から略直角に立ち上がるよう
にして延設され、これらの各部は側面視で凹部を形成する。
【００３９】
　なお、図示するように、前面直立部２２と背面直立部２４の高さが異なり、背面直立部
２４は前面直立部２２と比べて低い構成となっている。背面直立部２４は２枚目の太陽光
パネル１の前端を支持するものであり、所定の傾斜面を形成するために前面直立部２２と
比べて低い構成としている。
【００４０】
　また、前面直立部２２の端部からは所定の傾斜角で下がるようにして後端支持部２１が
延設されている。第１の支持部材１０の前端支持部１４と第２の支持部材２０の後端支持
部２１とで所定の傾斜面を形成するようにするためである。
【００４１】
　さらに、背面直立部２４の端部からは所定の傾斜角で上がるようにして前端支持部２５
が延設されている。２枚目の太陽光パネル１の前端を前端支持部２５で支持するためであ
る。
【００４２】
　なお、後端支持部２１には、締結部材を挿通するための貫通孔２６が形成されている。
また、後端支持部２１から前面直立部２２の地面側（裏面側）にわたって、後端支持部２
１の強度を向上させるためのリブ２８が形成されている。
【００４３】
　前面直立部２２と底面部２３と背面直立部２４とで形成される凹部空間には上記したコ
ンクリートブロック３を嵌合させる。前端支持部２５は、２枚目の太陽光パネル１の前端
を支持するものであり、２枚目の太陽光パネル１の前端部分を当接させて設置した際にそ
の設置位置を決めるための位置決め部２７と、締結部材を挿通させる貫通孔２６が設けら
れている。なお、位置決め部２７は、前端支持部２５から起き上がるように立設形成され
ている。
【００４４】
　また、前端支持部２５から背面直立部２４の地面側（裏面側）にわたって前端支持部２
５の強度を向上させるためのリブ２８が形成されている。
【００４５】
　なお、第２の支持部材の前面直立部２２及び背面直立部２４の高さ、後端支持部２１及
び前端支持部２５の傾斜角度は、設置状況や設置する太陽光パネル１の枚数によって変更
することが可能である。
【００４６】
　次に、第３の支持部材の構成について説明する。
　図５（ａ）は、第３の支持部材の構成を示した側面図であり、図５（ｂ）は、第３の支
持部材の構成を示した上面図である。
　図示するように、第３の支持部材３０は、２枚目の太陽光パネル１の後端を支持するも
のであり、２枚目の太陽光パネル１の後端を支持する後端支持部３１と、前面直立部３２
と底面部３３と、背面直立部３４とから構成されている。前面直立部３２及び背面直立部
３４は、底面部３３の両端から略直角に立ち上がるようにして延設され、これらの各部は
側面視で凹部を形成する。
【００４７】
　なお、前面直立部３２と背面直立部３４との高さは異なり、図示するように、前面直立
部３２に比べて背面直立部３４の高さが低く構成されている。また、後端支持部３１は、
前面直立部３２の端部から所定の傾斜角で下方に下がるように延設されている。第２の支
持部材２０の前端支持部２５と第３の支持部材３０の後端支持部３１とで所定の傾斜面を
形成するようにするためである。
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【００４８】
　前面直立部３２と底面部３３と背面直立部３４とで形成される凹部空間には上記したコ
ンクリートブロック３を嵌合させる。
　後端支持部３１には、締結部材を挿通するための貫通孔３５が設けられている。また、
後端支持部３１から前面直立部３２の地面側（裏面側）にわたって後端支持部３１の強度
を向上させるためのリブ３６が形成されている。
【００４９】
　なお、後端支持部３１の傾斜角度及び前面直立部３２の高さは設置状況や設置する太陽
光パネル１の枚数によって変更することが可能である。
【００５０】
　また、図２に示すように、第１の支持部材１０の前端支持部１４の設置面からの高さＡ
より第２の支持部材２０の前端支持部２５の設置面からの高さＢの方が高く構成されてい
る。これは、第２の支持部材２０の背面直立部２４が第１の支持部材１０の背面直立部１
３よりも高く構成されているためである。前端支持部２５の設置面からの高さＢが、前端
支持部１４の設置面からの高さＡと同程度もしくは低い場合には、第２の支持部材２０の
前面直立部２２の影が２枚目の太陽光パネル１にうつってしまい発電量が低下してしまう
。そのため、第２の支持部２０の前端支持部２５の設置面からの高さＢを第１の支持部１
０の前端支持部１４の設置面からの高さＡより高く構成している。
【００５１】
　次に、太陽光パネル１の枠体部分を挟持固定する固定部材の構成について説明する。
　図６（ａ）は、固定部材の構成を示した側面図であり、図６（ｂ）は、固定部材の構成
を示した上面図である。
　図示するように、固定部材４０は略Ｚ字状の板状部材であって、パネル押さえ部４１と
直立部４２と底辺部４３とから構成されている。直立部４２は底辺部４３に対して略直角
に形成され、パネル押さえ部４１も同様に直立部４２に対して略直角に形成されている。
【００５２】
　また、底辺部４３には貫通孔４４が設けられている。この貫通孔４４に締結部材（例え
ば、ボルト）を挿通させ締結することにより、第１～第３の支持部材１０，２０，３０に
固定部材４０を固定する。そして、固定部材４０の開口部に太陽光パネル１の前端あるい
は後端を嵌合挟持させて押圧固定する。
　なお、固定部材４０においても、全体の強度を向上させるため、略Ｚ字状の形状にわた
ってリブ４５が形成されている。
【００５３】
　次に、固定部材を第１～第３の支持部材に締結固定する際に用いる第１のスペーサにつ
いて説明する。
　図７（ａ）は、第１～第３の支持部材に固定部材を締結固定する際に用いるスペーサの
構成を示した図であり、図７（ｂ）～（ｃ）は、第１のスペーサを第１～第３の支持部材
に取り付けた状態を示した図である。
　図７（ａ）に示すように、第１のスペーサ５３は金属製であって、中空状の円筒形状で
構成されている。第１のスペーサ５３の中空状の内筒の直径は挿通させるボルトの直径よ
りやや大きいため、ボルトに対してスムーズに挿通させることができる。また、長さの異
なる第１のスペーサ５３を複数用意しておくことで、第１～第３の支持部材１０～３０に
設置する太陽光パネル１の厚さに対応することができる。
【００５４】
　そして、この第１のスペーサの使用方法は、図７（ｂ）～（ｃ）に示すように、第１～
第３の支持部材１０～３０の前端支持部１４，２５及び後端支持部２１，３１には、予め
ボルト５０が挿通されており、このボルト５０にワッシャー５２とナット５１を挿通させ
、次に、設置する太陽光パネル１の厚さに対応する第１のスペーサ５３を挿通させる。そ
して、固定部材４０を挿通させ、ナット５２で締結固定する。
　従来の支持構造体では、高さ調整するために複数のナットをボルトに挿通させていたが
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、ナットをボルトに挿通させるのに時間を要するため作業コストがかかってしまう問題が
あった。しかし、設置する太陽光パネル１の厚さに対応する長さの第１のスペーサ５３を
ボルトに挿通させることにより、容易に所望の高さを確保することができる。また、ボル
トの直径より中空状の内筒の直径が大きいため、ボルトに対してスムーズに第１のスペー
サ５３を挿通させることができるため、作業効率を向上させることができる。
【００５５】
　次に、太陽光パネル１の設置方法について説明する。
　図８（ａ）～（ｂ）は、１枚目の太陽光パネル１を支持構造体に設置する例を示した図
である。
　図８（ａ）に示すように、第１の支持部材１０の前端支持部１４に設けられている位置
決め部１５に当接させるようにして１枚目の太陽光パネル１の前端部分を載置する。前端
支持部１４に設けられている貫通孔１６には予め締結部材であるボルト５０が地面側（裏
面側）から挿通させネジ部分を上方に突出させる。
【００５６】
　このボルト５０は根角ボルトであって、貫通孔１６に嵌合させることができるため作業
中に落下することがない。また、根角ボルトのため、貫通孔１６に嵌合した際に、その自
由な回転を防ぐことができる。そして、このボルト５０にワッシャー５２及びナット５１
、第１のスペーサ５３を挿通させておく。
【００５７】
　次に、固定部材４０のパネル押さえ部４１が太陽光パネル１の前端部分に当接するよう
にして、固定部材４０の底辺部４３に設けられた貫通孔４４にボルト５０のネジ部分を挿
通させナット５２で締結する。
【００５８】
　同様に、第２の保持部材２０の後端支持部２１の貫通孔２６にボルト５０を予め挿通さ
せ、このボルト５０にワッシャー５２及びナット５１、第１のスペーサ５３を挿通させて
おく。そして、第２の保持部材２０の後端支持部２１に載置された第１の太陽光パネル１
の後端部分に固定部材４０のパネル押さえ部４１を当接させるようにして、底辺部４３に
設けられた貫通孔４４に予め設置されたボルト５０のネジ部分を挿通させナットで締結さ
せる。
　これにより、第１の支持部材１０と第２の支持部材２０に１枚目の太陽光パネル１を支
持及び固定することができる。
【００５９】
　次に、図９及び図１０を参照して、第２の支持部材及び第３の支持部材に２枚目の太陽
光パネル１を設置する例について説明する。
　図９は、２枚目の太陽光パネルの前端部分を第２の支持部材に設置する例を示した図で
あり、図１０は、２枚目の太陽光パネルの後端部分を第３の支持部材に設置する例を示し
た図である。
【００６０】
　まず、図９に示すように、第２の支持部材２０の前端支持部２５に２枚目の太陽光パネ
ル１の前端部分を載置する。そして、第２の保持部材２０の前端支持部２５の貫通孔２６
にボルト５０を予め挿通させ、このボルト５０にワッシャー５２及びナット５１、第１の
スペーサ５３を挿通させておく。次に、固定部材４０のパネル押さえ部４１が２枚目の太
陽光パネル１の前端部分に当接するようにして、固定部材４０の底辺部４３に設けられた
貫通孔４４にボルト５０のネジ部分を挿通させナット５２で締結する。
【００６１】
　同様に、第３の保持部材２０の後端支持部３１の貫通孔３６にボルト５０を予め挿通さ
せ、このボルト５０にワッシャー５２及びナット５１、第１のスペーサ５３を挿通させて
おく。第３の保持部材３０の後端支持部３１に載置された２枚目の太陽光パネル１の後端
部分に固定部材４０のパネル押さえ部４１を当接させるようにして、底辺部４３に設けら
れた貫通孔４４に予め設置されたボルト５０のネジ部分を挿通させナットで締結させる。
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　これにより、第２の支持部材２０と第３の支持部材３０に２枚目の太陽光パネル１を支
持及び固定することができる。
【００６２】
　次に、上記した支持構造体によって支持及び固定された太陽光パネルが並列配置された
際に、隣り合う太陽光パネルの隙間を調整するための部材について説明する。
　図１１（ａ）は、第２のスペーサの構成を示した正面図であり、図１１（ｂ）は、第２
のスペーサの構成を示した下面図である。
　図示するように第２のスペーサ６０は金属製の板状部材であって、当接部６１と、当接
部６１の略中央に設けられた凸部６２と、当接部６１の両端付近に設けられる孔６３と、
当接部６１の一辺から直角に屈曲して形成されるフランジ６４とから構成されている。凸
部６２は、当接部６１から所定の高さで立ち上がり、所定の幅を有するようにして設けら
れている。孔６３は、ビス等を挿通させて第２のスペーサ６０を太陽光パネル１に取り付
けるためのものである。フランジ６４は、隣り合う太陽光パネル１のがたつきを水平にす
る、いわゆる不陸を調整するためのものである。
【００６３】
　次に、第２のスペーサ６０の設置方法について説明する。
　図１２は、並列配置された太陽光パネルに第２スペーサが設置された状態を示した図で
あり、図１３は、第２のスペーサを太陽光パネル間に取り付ける状態を示した図である。
　図１２、図１３に示すように、第２のスペーサ６０は、すでに設置されている複数の太
陽光パネル１の隣り合う太陽光パネル１のコーナー部の隙間に設置する。まず、隙間に第
２のスペーサ６０の凸部６２を嵌め込み、隙間が凸部６２の幅となるように両側の太陽光
パネル１を凸部６２側に寄せて隙間Ａを調整する。次に、太陽光パネル１の下面をフラン
ジ６４に当接させて両側の太陽光パネル１の垂直方向のがたつきをフランジ６４と略平行
にすることで調整する。そして、ビス等を孔６３に挿通させて太陽光パネル１の側面に固
定する。
【００６４】
　なお、図では第２のスペーサ６０は隣り合う太陽光パネル１の１つの隙間のみにそれぞ
れ１つずつ配置されている例を示しているが、これに限られるものではなく、隣り合う太
陽光パネル１のコーナー部分であれば太陽光パネル１のもう１つのコーナー部にもまた、
太陽光パネル１のコーナー部の隙間にも配置しても良いことは言うまでもない。
【００６５】
　このように、第２のスペーサ６０の凸部６２を隣り合う太陽光パネル１の隙間Ａに嵌め
込むことで太陽光パネル１の隙間の幅を一定にすることができる。また、太陽光パネル１
の下面をフランジ６４に当接させることで隣り合う太陽光パネル１の垂直方向のがたつき
を調整することができる。
　なお、この第２のスペーサ６０は、上記した支持部材で支持及び固定された太陽光パネ
ルのみならず、例えば、住宅や工場の屋根の勾配に沿って設置された太陽光パネルや他の
方法によって設置される太陽光パネルにも取り付けることは可能である。
【００６６】
＜第２の実施形態＞
　次に、第２の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体について説明する。
　図１４は、第２の実施形態に係る支持構造体で支持された太陽光パネルを模式的に示し
た側面図である。
　なお、上記した第１の実施形態の場合と、本実施形態の場合とにおいて共通する構成に
ついては同一の符号を付し、説明は省略する。
　第２の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体は、ビルやマンションの屋上のような
陸屋根ではなく、農地等の地面に太陽光パネルを設置するためのものである。
　図示するように、予め整地された地面には第１～第３の支持部材１０～３０を固定する
ためのコンクリートブロック３が設置されており、このコンクリートブロック３に対して
第１～第３の支持部材１０～３０を固定することができる。そして、コンクリートブロッ
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ク３に固定された第１～第３の支持部材１０～３０に太陽光パネル１，２に支持及び固定
させる。
【００６７】
　次に、図１５を参照して、コンクリートブロックに各支持部材を固定する方法について
説明する。
　図１５（ａ）～（ｃ）は、コンクリートブロックに対して各支持部材を固定する方法を
示した図である。
　図示するように、コンクリートブロック３は、第１～第３の支持部材１０～３０を固定
する面の略中央にレール溝３ａが形成されている。一方、第１～第３の支持部材１０～３
０のそれぞれの底部１２，２３，３３には貫通孔１２ａ，２３ａ，３３ａが形成されてい
る。
　レール溝３ａには、コンクリートブロック３と各支持部材１０～３０を固定するための
ボルト５１の頭部を挿通させ、レール溝３ａが形成された面からボルト５１の軸部を突出
させておく。そして、ボルト５１の軸部を各支持部材１０～３０の底部１２，２３，３３
に形成された貫通孔１２ａ，２３ａ，３３ａに挿通させ、ナット５２で締結することによ
り、コンクリートブロック３に第１～第３の支持部材１０～３０を固定することができる
。
　そして、第１～第３の支持部材１０～３０に上記したような方法で太陽光パネル１を支
持及び固定することにより、整地された地面に太陽光パネルを敷設することができる。
【００６８】
　また、図示しないが、第１～第３の支持部材１０～３０の底部１２，２３，３３に貫通
孔１２ａ，２３ａ，３３ａが形成されていることで、例えば、折板屋根に特別な取付金具
を必要とすることが容易に第１～第３の支持部材１０～３０を取り付けることができ、太
陽光パネル１を支持及び固定することができる。この場合、予め折板屋根の頂部から突出
したボルトを第１～第３の支持部材１０～３０の貫通孔１２ａ，２３ａ，３３ａに挿通さ
せ、ナットで締結固定することで第１～第３の支持部材１０～３０を折板屋根に取り付け
ることができ、この第１～第３の支持部材１０～３０で太陽光パネル１を支持及び固定す
ることができる。
【００６９】
＜第３の実施形態＞
　次に、図１６を参照して、第３の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体について説
明する。
　図１６は、第３の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体によって支持された太陽光
パネルを模式的に示した側面図である。
　図示するように、上記した実施形態のように第１～第３の支持部材１０～３０によって
支持及び固定された２枚の太陽光パネルを１ユニットとして設置面に設置する場合とは異
なり、第３の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体は、連続的に複数枚の太陽光パネ
ルを第１～第３の支持部材１０～３０で支持及び固定するものである。
　図１５では、４枚の太陽光パネル１を連続的に第１～第３の支持部材１０～３０で支持
及び固定したものであり、図中の左から２枚目以降の隣り合う太陽光パネル１は第２の支
持部材２０によって支持及び固定されている。このように、２枚目以降の太陽光パネル１
を第２の支持部材２０で支持及び固定することで、連続的に、かつ、複数枚の太陽光パネ
ルを設置面に設置することができる。
　また、図１６では、４枚の太陽光パネルを第１～第３の支持部材１０～３０で支持及び
固定しているが、４枚以上の太陽光パネルを連続的に支持及び固定することも可能である
。
　なお、上記したように、第３の実施形態においても第２の支持部材２０の前端支持部２
５の設置面からの高さＢは、第１の支持部材１０の前端支持部１４の設置面からの高さＡ
よりも高くなっている。これにより、２枚目の太陽光パネル１に第２の支持部材２０の前
面直立部２４の影がうつることを防止することができる。
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　また、第１の支持部材１０の前端支持部１４の設置面からの高さＡと第２の支持部材２
０の前端支持部２５の設置面の高さＢを同じにすることも可能であり、これにより、設置
される太陽光パネル１が同じ高さで揃えて設置することができる。
　さらに、２枚目以降の太陽光パネル１に第２の支持部材２０の前面直立部２２の影がう
つってしまう場合には、２枚目以降の太陽光パネル１を支持及び固定する第２の支持部材
２０の前面直立部２２の高さもしくは、背面直立部２４の高さを変えることで太陽光パネ
ル１への影のうつりこみを防止することができる。
【００７０】
＜第４の実施形態＞
　次に、図１７～図１８を参照して、第４の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体に
ついて説明する。
　図１７は、第４の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体を示した図であり、図１８
（ａ）は、固定部材の構成を示した側面図であり、図１８（ｂ）は、固定部材の構成を示
した上面図である。
　図示するように、第４の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体は、前端の幅方向に
略Ｌ字状の雨樋１ａが設けられている太陽光パネル１を支持構造体に設置したものである
。第１の支持部材１０及び第２の支持部材２０の前端支持部１４，２５に太陽光パネル１
を載置する際、雨樋１ａを前端支持部１４，２５に設けられている位置決め部１５，１７
に当接するようにする。このような場合、位置決め部１５，１７から太陽光パネル１の枠
体部分までの距離が空いてしまうため、例えば、図６に示す固定部材４０のパネル押さえ
部４１では太陽光パネル１の枠体を十分に押さえることが困難である。
【００７１】
　そこで、図１８に示すような固定部材７０で太陽光パネル１の枠体部分を押さえること
ができる。
　図示するように、固定部材７０は、略Ｚ字状の板状部材であって、パネル押さえ部７１
と直立部７２と底辺部７３とから構成されている。直立部７２は底辺部７３に対して略直
角に形成され、パネル押さえ部７１も同様に直立部７２に対して略直角に形成されている
。また、底辺部７３には貫通孔７４が設けられている。この貫通孔７４に締結部材（例え
ばボルト）を挿通させて締結することにより、第１～第２の支持部材１０，２０に固定部
材７０を固定することができる。そして、パネル押さえ部７１で太陽光パネル１の前端及
び後端を嵌合挟持させて押圧固定する。
　なお、固定部材７０においても、全体の強度を向上させるために略Ｚ字状の形状にわた
ってリブ７５が形成されている。
【００７２】
　この固定部材７０の底辺部７３は、図６に示す固定部材４０の底辺部４３より長い形状
となっている。上記したように、位置決め部１５，１７から太陽光パネル１の枠体部分ま
での距離が空いている場合でも、この固定部材７０であれば、底辺部７３に設けられてい
る貫通孔７４に前端支持部１４，２５に挿通されているボルト５０を挿通させることがで
きる。
【００７３】
＜第５の実施形態＞
　次に、図１９～２０を参照して、第５の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体につ
いて説明する。
　図１９は、第５の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体を示した図であり、図２０
（ａ）は、固定部材の構成を示した側面図であり、図２０（ｂ）は、固定部材の構成を示
した上面図である。
　図示するように、第５の実施形態に係る太陽光パネルの支持構造体は、薄型の太陽光パ
ネル１を第１～第３の支持部材１０～３０で支持したものである。
　このように薄型の太陽光パネル１を第１～第３の支持部材１０～３０に支持するための
固定部材の構成を下記に示す。
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【００７４】
　図２０に示すように、固定部材８０は底辺部８１と、傾斜部８２と、パネル押さえ部８
３とが略Ｚ字状に連設して構成されている。底辺部８１の端部に連設される傾斜部８２は
、斜め上方向に傾斜しているため、傾斜部８２の端部に連設されるパネル押さえ部８３は
、底辺部８１と同一線上になく、底辺部８１より高い位置にある。底辺部８１には、長孔
８４が設けられており、傾斜部８２には矩形状の孔８５が設けられている。また、固定部
材８０の幅方向に、固定部材８０の強度を向上させるための２本のリブ８６が設けられて
いる。
【００７５】
　次に、支持構造体に薄型の太陽光パネル１を設置する方法について説明する。
　第１の支持部材１０の前端支持部１４に設けられている位置決め部１５に当接させるよ
うにして薄型の太陽光パネル１を載置する。予め前端支持部１４の貫通孔１６に挿通され
たボルト５０に高さを調整するためのワッシャー５２を挿通させる。このワッシャー５２
は、薄型の太陽光パネル１の厚さによって１枚もしくは複数枚をボルト５０に挿通させる
。
　次に、固定部材８０の長孔８２にボルトを挿通させ、パネル押さえ部８３が太陽光パネ
ル１の枠体部分に当接するようにし、かつ、矩形状の孔８５が位置決め部１５に嵌るよう
に長孔８２の長さ方向に固定部材８０を移動させて位置を調整する。
　そして、ボルト５０にナット５１を挿通させて固定部材８０を締結固定することで、薄
型の太陽光パネル１を第１の支持部材１０の前端支持部１４に挟持固定することができる
。
【００７６】
　また、第２の支持部材２０の後端支持部２１に載置された薄型の太陽光パネル１の後端
部分を固定部材８０で挟持固定する場合、後端支持部２１に設けられた貫通孔２６に予め
挿通されたボルト５０を固定部材８０の長孔８２に挿通させ、パネル押さえ部８３が薄型
の太陽光パネル１の枠体部分に当接するようにし、かつ、傾斜部８２が枠体部分の角部に
当接するように固定部材８０を長孔８２の長さ方向の範囲で移動させて位置調整する。そ
して、ナット５１をボルト５０に挿通させ固定部材８０を締結固定することにより薄型の
太陽光パネル１を第２の支持部材２０の後端支持部２１に挟持固定することができる。
　なお、第２の支持部材２０の前端支持部２５及び第３の支持部材３０の後端支持部３１
に薄型の太陽光パネル１を固定する方法も同様である。
【００７７】
　なお、第１の支持部材１０の前端支持部１４で薄型の太陽光パネル１を支持する場合、
前端支持部１４に位置決め部１５が設けられているため、この位置決め部１５を固定部材
８０の矩形状の孔８５に嵌めることで固定部材８０が回転したり位置がずれたりすること
を防止することができる。
　ところが、第２の支持部材２０の後端支持部２１には位置決め部が設けられていないが
、傾斜部８２が薄型の太陽光パネル１の枠体部分の角部に当接することで固定部材８０が
回転したり位置がずれたりすることを防止することができる。
【符号の説明】
【００７８】
　１　　太陽光パネル
　３　　コンクリートブロック
　１０　　第１の支持部材
　１１、２２、３２　　前面直立部
　１２、２３、３３　　底面部
　１３、２４、３４　　背面直立部
　１４、２５　　前端支持部
　１６、２６、３５　　貫通孔
　１５、２７　　位置決め部
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　１７、２８、３６　　リブ
　２０　　第２の支持部材
　２１、３１　　後端支持部
　３０　　第３の支持部材
　４０、７０、８０　　固定部材
　４１、７１、８３　　パネル押さえ部
　４２、７２　　直立部
　４３、７３、８１　　底辺部
　４４、７４、８４　　貫通孔
　５０　　ボルト
　５１　　ナット
　５２　　ワッシャー
　５３　　第１のスペーサ
　６０　　第２のスペーサ
　６１　　当接部
　６２　　凸部
　６３　　孔
　６４　　フランジ
　８２　　傾斜部
　８５　　矩形状の孔
　１００　　支持構造体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月12日(2015.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽光パネルを所定の傾斜角で支持する太陽光パネルの支持構造体であって、
　第１の太陽光パネルの前端を支持する第１の支持部材と、
　前記第１の太陽光パネルの後端と、前記第１の太陽光パネルの後方に位置する第２の太
陽光パネルの前端とを支持する第２の支持部材と、
　前記第２の太陽光パネルの後端を支持する第３の支持部材と、
　前記第１～第３の支持部材に締結固定され前記第１及び第２の太陽光パネルの前端及び
／又は後端を固定する固定部材と、
　並列配置された複数の太陽光パネルの間に嵌め込まれる板状のスペーサと、からなり、
前記板状のスペーサは、略中央に溝状の凸部が形成されるとともに該凸部の両側に一辺か
ら直角に屈曲するフランジが形成され、該凸部が隣り合う前記太陽光パネル同士の隙間に
嵌め込まれるとともに該フランジが隣り合う前記太陽光パネルの下面に当接する、
　ことを特徴とする太陽光パネルの支持構造体。
【請求項２】
　前記第１の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光
パネルの前端を支持する第１の前端支持部とから構成され、
　前記第１の前端支持部には、前記第１の太陽光パネルの前端の設置位置を決めるための
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第１の位置決め部が立設されていることを特徴とする請求項１に記載の太陽光パネルの支
持構造体。
【請求項３】
　前記第２の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光
パネルの後端を支持する第１の後端支持部と、前記第２の太陽光パネルの前端を支持する
第２の前端支持部とから構成され、
　前記第２の前端支持部には、前記第２の太陽光パネルの前端の設置位置を決めるための
第２の位置決め部が立設されていることを特徴とする請求項１または２記載の太陽光パネ
ルの支持構造体。
【請求項４】
　前記第３の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第２の太陽光
パネルの後端を支持する第２の後端支持部とから構成されていることを特徴とする請求項
１～３のいずれかに記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項５】
　前記第１の前端支持部及び前記第１の後端支持部の設置面の裏面側及び／又は前記第２
の前端支持部及び前記第２の後端支持部の設置面の裏面側には、リブが形成されているこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項６】
　前記第１～第３の支持部材の前記嵌合部は貫通孔を有し、該貫通孔に挿通される締結部
材によって地面に設置されたコンクリートブロックと前記第１～第３の支持部材の前記嵌
合部が固定されることを特徴とする請求項２～４に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項７】
　前記コンクリートブロックは、上面に前記締結部材を挿通するレール溝を有することを
特徴とする請求項６に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項８】
　前記固定部材は、底辺部と、直立部と、パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成で
あって、前記太陽光パネルの前端及び後端を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項９】
　前記固定部材は、前記第１～第３の支持部材に設置する太陽光パネルの前端の構造に対
応した前記底辺部の長さを有することを特徴とする請求項８に記載の太陽光パネルの支持
構造体。
【請求項１０】
　前記固定部材は、底辺部と、傾斜部と、パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成で
あって、前記太陽光パネルの前端及び後端を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１１】
　前記固定部材は、前記底辺部に前記各支持部と固定するための締結部材を挿通させるた
めの貫通孔を有することを特徴とする請求項８～１０のいずれか１項に記載の太陽光パネ
ルの支持構造体。
【請求項１２】
　前記固定部材は、前記傾斜部に前記各位置決め部に嵌合する孔を有することを特徴とす
る請求項１０に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１３】
　前記太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材で前記太陽光パネルの前端及び後端を
固定する際に、前記各支持部と前記固定部材との間に設置する前記太陽光パネルの厚さに
対応する長さを有する第１のスペーサを設置することを特徴とする請求項１～１２のいず
れか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１４】
　前記第１のスペーサは中空状の円筒形状であって、前記太陽光パネルの厚さに対応する
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長さを有することを特徴とする請求項１３記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１５】
　前記第２の太陽光パネルは、直列に複数配置され、該直列に配置された複数の第２の太
陽光パネルは、前記第２の支持部材によって前端および後端を支持されていることを特徴
とする請求項１～１４のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、太陽光パネルを所
定の傾斜角で支持する太陽光パネルの支持構造体であって、第１の太陽光パネルの前端を
支持する第１の支持部材と、前記第１の太陽光パネルの後端と、前記第１の太陽光パネル
の後方に位置する第２の太陽光パネルの前端とを支持する第２の支持部材と、前記第２の
太陽光パネルの後端を支持する第３の支持部材と、前記第１～第３の支持部材に締結固定
され前記第１及び第２の太陽光パネルの前端及び／又は後端を固定する固定部材と、並列
配置された複数の太陽光パネルの間に嵌め込まれる板状のスペーサと、からなり、前記板
状のスペーサは、略中央に溝状の凸部が形成されるとともに該凸部の両側に一辺から直角
に屈曲するフランジが形成され、該凸部が隣り合う前記太陽光パネル同士の隙間に嵌め込
まれるとともに該フランジが隣り合う前記太陽光パネルの下面に当接する、ことを特徴と
する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　さらに、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、前記第２の太陽光パネルは、直列に複
数配置され、該直列に配置された複数の第２の太陽光パネルは、前記第２の支持部材によ
って前端および後端を支持されていることを特徴とする。
 
【手続補正書】
【提出日】平成27年9月17日(2015.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽光パネルを所定の傾斜角で支持する太陽光パネルの支持構造体であって、
　第１の太陽光パネルの前端を支持する第１の支持部材と、
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　前記第１の太陽光パネルの後端と、前記第１の太陽光パネルの後方に位置する第２の太
陽光パネルの前端とを支持する第２の支持部材と、
　前記第２の太陽光パネルの後端を支持する第３の支持部材と、
　前記第１～第３の支持部材に締結固定され前記第１及び第２の太陽光パネルの前端及び
／又は後端を固定する固定部材と、
　並列配置された複数の太陽光パネルの間に嵌め込まれる板状のスペーサと、からなり、
前記板状のスペーサは、略中央に隣り合う前記太陽光パネル同士の隙間に嵌め込まれる凸
部と、一辺から直角に屈曲し隣り合う前記太陽光パネルの下面に当接させるフランジとか
ら構成されていることを特徴とする太陽光パネルの支持構造体。
【請求項２】
　前記第１の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光
パネルの前端を支持する第１の前端支持部とから構成され、
　前記第１の前端支持部には、前記第１の太陽光パネルの前端の設置位置を決めるための
第１の位置決め部が立設されていることを特徴とする請求項１に記載の太陽光パネルの支
持構造体。
【請求項３】
　前記第２の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第１の太陽光
パネルの後端を支持する第１の後端支持部と、前記第２の太陽光パネルの前端を支持する
第２の前端支持部とから構成され、
　前記第２の前端支持部には、前記第２の太陽光パネルの前端の設置位置を決めるための
第２の位置決め部が立設されていることを特徴とする請求項１または２記載の太陽光パネ
ルの支持構造体。
【請求項４】
　前記第３の支持部材は、コンクリートブロックが嵌合する嵌合部と、前記第２の太陽光
パネルの後端を支持する第２の後端支持部とから構成されていることを特徴とする請求項
１～３のいずれかに記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項５】
　前記第１の前端支持部及び前記第１の後端支持部の設置面の裏面側及び／又は前記第２
の前端支持部及び前記第２の後端支持部の設置面の裏面側には、リブが形成されているこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項６】
　前記第１～第３の支持部材の前記嵌合部は貫通孔を有し、該貫通孔に挿通される締結部
材によって地面に設置されたコンクリートブロックと前記第１～第３の支持部材の前記嵌
合部が固定されることを特徴とする請求項２～４に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項７】
　前記コンクリートブロックは、上面に前記締結部材を挿通するレール溝を有することを
特徴とする請求項６に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項８】
　前記固定部材は、底辺部と、直立部と、パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成で
あって、前記太陽光パネルの前端及び後端を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項９】
　前記固定部材は、前記第１～第３の支持部材に設置する太陽光パネルの前端の構造に対
応した前記底辺部の長さを有することを特徴とする請求項８に記載の太陽光パネルの支持
構造体。
【請求項１０】
　前記固定部材は、底辺部と、傾斜部と、パネル押さえ部とが略Ｚ字状に連設した構成で
あって、前記太陽光パネルの前端及び後端を前記パネル押さえ部で押圧固定することを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１１】
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　前記固定部材は、前記底辺部に前記各支持部と固定するための締結部材を挿通させるた
めの貫通孔を有することを特徴とする請求項１０に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１２】
　前記固定部材は、前記傾斜部に前記各位置決め部に嵌合する孔を有することを特徴とす
る請求項１０に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１３】
　前記太陽光パネルの支持構造体は、前記固定部材で前記太陽光パネルの前端及び後端を
固定する際に、前記各支持部と前記固定部材との間に設置する前記太陽光パネルの厚さに
対応する長さを有する第１のスペーサを設置することを特徴とする請求項１～１２のいず
れか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１４】
　前記第１のスペーサは中空状の円筒形状であって、前記太陽光パネルの厚さに対応する
長さを有することを特徴とする請求項１３記載の太陽光パネルの支持構造体。
【請求項１５】
　前記第２の太陽光パネルは、直列に複数配置され、該直列に配置された複数の第２の太
陽光パネルは、前記第２の支持部材によって前端および後端を支持されていることを特徴
とする請求項１～１４のいずれか１項に記載の太陽光パネルの支持構造体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の太陽光パネルの支持構造体は、太陽光パネルを所
定の傾斜角で支持する太陽光パネルの支持構造体であって、第１の太陽光パネルの前端を
支持する第１の支持部材と、前記第１の太陽光パネルの後端と、前記第１の太陽光パネル
の後方に位置する第２の太陽光パネルの前端とを支持する第２の支持部材と、前記第２の
太陽光パネルの後端を支持する第３の支持部材と、前記第１～第３の支持部材に締結固定
され前記第１及び第２の太陽光パネルの前端及び／又は後端を固定する固定部材と、並列
配置された複数の太陽光パネルの間に嵌め込まれる板状のスペーサと、からなり、前記板
状のスペーサは、略中央に隣り合う前記太陽光パネル同士の隙間に嵌め込まれる凸部と、
一辺から直角に屈曲し隣り合う前記太陽光パネルの下面に当接させるフランジとから構成
されていることを特徴とする。
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